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に 関する再評価

412　　　 糖代謝異常妊婦 に対す る産褥 期 イ ン

ス リ ン 投与 の 必要性の 予測
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【目的 1妊娠糖尿病（GDM ）の ス ク 1）　
一一

ニ ン グは 病

態か ら鑑み妊娠後期 に 広 く行わ れ て い るが，早期

の ス ク リーニ ン グが よ り望ま しい とす る意見が あ

る 。 そこ で そ の 時期につ い て の 再評価 を試み た 。

【方法】1．妊娠28週以 降に GDM と診断 した 19症

例 を対象と しくGDM 群），各例 の 妊娠 27週以 前に行

っ た 75gGTr の 評価を以下 の 判定で 行 っ た 。   日

産婦GDM 基準値 の い ずれか1点を満たす もの （one

p・ i皿 異常），  WHO 基iglGT，  日本糖尿病学会基準

境界型 の い ずれか2点 を満たすもの   妊娠 28週未

満の 正常妊婦の 平均＋2SD 値の 2点以上 を満たす

もの （空腹 時値 95，負 荷 後 1時 間 値165
，
2 時 間値

145m創d）2無 選択的 に 妊娠27週以前にGTr を行 っ

た 80例を対象に 同様の 評価を試み た（C 群）。 　【成

績1LGDM 群 で は各判定基準 の 陽性率 は   11例

57．8％，  10例52．6％，  11例 57．89e，  8例42．1％で あ

っ た 。 ま た ，  ．  に つ い て い ずれ か 1点 を満た す

もの を加 えた場合 ，陽性率は   17例 89．4％ ，  15例

78 ．9％ とな っ た 。 2．C 群 にお ける各判定 の 発生率

は   例11．3％，  7例 8，8％，  8例 10．0％
，  6例 7．5％，

  21例263 ％，  17例21．3％ で あ っ た。 【結論】L

妊娠 28週以降にGDM と診断 した症例 の妊娠 27週

以 前 の GTT は ，
い ずれ の 判定基準で も約半数 は正

常 であ っ た 。 2，C群 にお ける各判定の 陽性率 は   e

point異常群で 最 も高 い ため，GDM の 診断基準を他

の 判定法に 変更する必 要は ない 。 3  ，  の 陽性

率は高 い が，20％がGTT を必 要と し，ス ク リ
ーニ ン

グの実施は困難で あ っ た 。 従 っ て GDM の ス クリ

ーニ ン グは 妊娠後期 に行うべ きで ある 。

【目的】糖代謝異常妊婦に対する産褥期 の イ ン ス

リ ン投与量は 従来 ，半減 ま た は 中止 とい う画
一

的

方法が 多い
。 そ こ で個々 の症例 に即した投与法を

確 立す る目的で，妊娠中の 75gGTr 時のIRI反応を も

と に産 褥期 イ ン ス リ ン投与法の予測 を試 み た 。

【方法 1妊娠中に は じめ て イン ス リン を投与 した

NH ）DM 妊婦 29例，GDM 妊婦16例 を対象 とした 。 妊

娠 中に行 っ た 75gGTT 時の 空腹時値，負荷後30分，1

時間，2時間値の血糖お よびイ ン ス リ ン の 総和 をそ

れ ぞ れ，Σ PG ，Σ IRIと した と きの Σ IRI／ ΣPG （以

下 Σ値）と ，△ IRI／ △ PG （30 分）：insulinogenic

in（bx（以下 1．　L）を求め た 。 対象 を Σ値O．1以下 ，0．1を

趨え る もσノ
，
1．1．値U ．i）LA 卜

，
O．ISを艟 凡 る もの trL．　 O一

け産 褥期 イン ス リ ン継続投与の 頻度 を比較 した 。

【成績】  産褥期 イ ン ス リ ン の継続投与例は

NIDDM13 例 44．8％
，
GDM1 例6．3％ で あ っ た 。   Σ

値 0 ．1以 下 ，0．1 を 超 え る も の は そ れ ぞ

れ
，
NIDDM （12 ／14　 85 ．7 ％

，
1／156 ．7 ％，p＜

0，001），GDM （111100 ％，0／150％ ，
n ．s．）で あ っ た 。  II．

値 0．15 以 下 ，0 ．15 を超 え る もの は そ れ ぞ

れ ，NIDDM （11／1573 ．3％ ，2／1414 ．3％，p 〈

O．Ol），GDM （0！10 ％ ，11156．7％，
　n．s．〉で あっ た 。　【結

論】  妊娠中 に は じめ て イ ン ス リ ン を投与す る糖

代謝異常例の 産褥期イ ン ス リン 投与の必要の 有無

は，妊娠 中の 1RI反応か ら推測が 可能で ある 。   G

TT 時 IRI 反応 として は1．L値 よ りもΣ値 の 方

が有用 であ り，Σ値0．1以下 を示 す もの は産褥期 イ

ン ス リ ン投与が必要で ある 。
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